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内

投
票
一
を
補
助
す
る
も
の
二
A

、
を
↑
大
洲
市
の
前
回
の
選
挙
の
投

一
定
め
、
そ
の
う
ち
一
人
に
選
挙
一
票
率
は
男
八
七
%
、
女
八
二
第

一
人
が
指
示
す
る
候
補
者
氏
名
を
一
と
非
常
に
よ
い
成
績
で
し
た
。

圃

L
bド
一
投
票
用
紙
に
記
載
さ
せ
、
他
の
一
大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

」
E

差
一
二
一
一
人
を
こ
れ
に
立
ち
合
わ
せ
ま
一
は
今
回
の
選
挙
も
前
回
以
上
に

来
る
十
一
月
一
干
日
に
衆
議
一
こ
の
度
は
選
挙

L討
を

き

び

し

く

批

判

し

一

O

代
理
担
一
石
川
五
時
伝
子
目
立
川
れ
づ
れ
昨
日

院
議
員
の
総
選
挙
と
最
高
裁
判
一
明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
一
私
た
ち
の
手
で
選
挙
違
反
を
締
一
身
体
の
故
障
、
ま
た
は
、
文
盲
一
す
の
で
、
安
心
し
て
こ
の
制
度
一

所
裁
判
官
八
人
の
国
民
審
査
が
一
に
と
「
選
挙
法
を
守
る
運
動
」
一
め
だ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
一
の
た
め
文
字
の
書
け
な
い
人
は
一
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
一
よ
び
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

行
わ
れ
ま
す
。
一
が
ひ
ろ
く
国
民
の
間
に
推
し
す
一
そ
れ
に
は
選
挙
法
を
守
る
運
一
投
票
管
理
者
に
申
し
出
て
代
理
一
投
票
成
績
は
「
よ
く
有
権
兵
一
す
。
来
た
る
べ
き
選
挙
に
は
一

弘
山
市
出
一
一
山
川
結
党
主
抑
制
昨
日
引
退
投
訪
れ
長
野
町
一
諸
問
日
市
民
間
一
一
一
一
一
い
一
一
一
い
い

し
繰
り
返
し
叫
ば
れ
公
明
書
一
議
命
と
な
る
結
果
、
や
や
も
一
識
あ
る
批
判
を
示
し
て
い
た
だ
一
畠

5
5
2量
豊
富

5
3
5
i
i
i
i
i
i

は
国
民
全
体
の
声
で
す
が
、
残
一
す
る
と
選
挙
の
ル
ー
ル
も
踏
み
一
く
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
一

念
な
こ
と
に
選
挙
の
実
際
は
私
一
は
ず
す
者
が
そ
の
跡
を
絶
た
な
一
次
に
投
票
に
つ
い
て
述
べ
て
一

た
ち
の
理
想
に
は
な
お
遠
い
も
一
い
実
情
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
一
み
ま
す
と
衆
議
院
議
員
の
投
一

の

が

あ

り

ま

す

。

一

L
て
も
私
た
ち
有
権
者
が
噌
一
票
と
同
時
に
園
長
審
査
の
投
票
一

，
を
行
い
、
こ
れ
ら
二
つ
の
投
票
一

手
続
ぎ
を
「
選
挙
」
と
「
審
査
一

」
と
呼
び
一
つ
む
投
票
箱
に
投
一

函
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
一

国
民
審
査
の
投
票
の
要
領
は
一

や
め
さ
そ
う
と
思
う
裁
判
官
一

に
は
×
印
を
記
入
し
ま
す
。
ゃ
一

め
さ
せ
た
く
な
い
と
思
え
ば
何
一

も
書
か
な
い
で
投
函
す
る
の
で
一

す
。
し
か
し
、
投
票
し
た
く
な
一

い
人
は
投
票
用
紙
を
受
け
取
ら
一

な
く
て
よ
い
わ
け
で
す
。
一

投
票
す
る
に
は
選
挙
の
当
日
一

投
票
所
に
行
っ
て
自
身
が
投
票
一

用
紙
に
記
載
し
て
投
票
す
る
の
一

が
原
則
で
す
が
選
挙
の
当
日
不
一

在
に
な
る
者
か
、
身
体
の
故
障
一

、
ま
た
は
、
文
盲
な
ど
の
た
め
一

自
分
で
記
戴
す
る
と
と
が
で
き
一

な
い
人
々
の
た
め
、
次
の
よ
う
一

な

制

度

が

あ

り

ま

す

。

一

C
不
在
者
投
票
一

次
の
よ
う
た
場
合
は
選
挙
叱
一

日
よ
り
前
に
投
票
す
る
こ
と
が
一

で
き
ま
す
。
と
れ
を
不
在
者
投
一

票
と
い
t
A

ま

す

。

一

一
、
有
権
者
が
そ
の
属
す
る
一

投
票
区
の
あ
る
布
町
村
の
区
域
一

外
で
仕
事
に
従
事
中
の
見
込
み
一

で

あ

る

こ

と

。

一

二
、
や
む
を
え
な
い
用
務
や
一

事
故
の
た
め
、
そ
の
属
す
る
投
一

票
区
の
あ
る
市
町
村
の
区
域
外
一

に
放
行
中
、
ま
た
は
、
帯
在
中
一

の
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

一ニ
d

疾
病
、
負
傷
、
続
娠
、

不
具
な
ど
の
た
め
歩
行
が
著
し

く
困
難
な
見
込
み
で
あ
る
と
と

な
ど
。
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第
六
回
市
民
親
善
体
育
大
会
一
米
で
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
プ
と
楯
が

は
菊
花
か
お
る
十
一
月
三
日
午
一
授
与
さ
れ
、
応
援
団
は
、
肱
南

前
八
時
三
十
分
よ
り
大
洲
小
学
一
地
区
が
第
一
位
、
第
二
位
平
野

校
で
開
会
さ
れ
た
。
一
地
区
、
第
三
位
菅
田
の
順
で
あ

こ
の
体
育
大
会
は
市
民
の
融
一
っ
た
。
午
後
四
時
十
五
分
よ
り

和
と
親
善
、
更
に
健
康
な
ス
ポ
一
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
君
が
代
の

l
ツ
精
神
に
よ
っ
て
建
設
途
上
一
吹
奏
に
よ
り
国
旗
が
静
か
に
降

の
大
洲
市
の
発
展
を
計
ろ

5
と
一
下
さ
れ
運
動
会
は
す
べ
て
を
終

の
目
的
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で
一
了
し
た
、
荘
重
な
ラ
ッ
パ
の

あ
る
が
、
年
と
と
も
に
盛
大
ざ
一
音
に
ね
ず
み
色
の
雲
が
帰
で
掃

を
加
え
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
て
一
い
た
よ

5
に
美
し
く
西
へ
/
¥

各
地
区
か
ら
集
っ
た
観
衆
は
二
流
れ
て
い
た
。
市
民
の
健
康
を

万
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
ー
場
一
象
徴
し
、
稔
の
秋
に
感
謝
し
、

外
に
溢
れ
る
盛
況
き
で
あ
っ
た
↑
市
民
の
融
和
と
市
の
発
展
を
計

そ
し
て
盛
ん
な
拍
手
と
応
援
一
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
舎

は
城
山
に
と
ど
ろ
き
、
富
士
山
一
は
予
期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
、

に
こ
だ
ま
し
て
松
山
市
よ
り
パ
一
有
終
の
美
を
飾
っ
た
と
い
え
よ

一
。
来
年
の
運
動
会
が
ま
た
楽

ヌ
を
連
ね
て
来
測
し
て
い
た
観
一
一
し
み
で
あ
る

光
客
を
驚
ろ
か
せ
た
と
い
わ
れ
一
別
表
は
成
績
表
と
運
動
会
の

る

一

風

景

写

真

。

競
技
は
順
調
に
進
み
、
競
技
-
Z
I
l
-
-
1
1
1
1
1
1
-
ー
ー

す
る
も
の
、
応
援
を
す
る
も
の
一
伸
び
る
家
庭
は

見

る

も

の

が

一

体

と

な

り

、

二

貯

蓄

か

ら

競
技
ご
と
に
万
才
の
声
と
拍
手
一
市
政
六
周
年
記
念

に
わ
い
た
。
優
勝
の
行
方
は
最
一
一

貯

蓄

運

動

後

ま

で

予

断

を

許

さ

れ

な

か

っ

一

、

た
が
、
昨
年
三
位
で
あ
っ
た
菅
一
大
洲
市
が
、
産
業
、
文
他
、

団
地
区
が
初
の
栄
冠
を
か
ち
え
一
観
光
都
市
と
し
て
、
輝
し
い
発

優
勝
旗
を
授
与
さ
れ
た
。
な
お
一
足
を
し
て
か
ら
、
こ
L
に
六
周

二
位
は
新
谷
、
一
二
位
は
南
久
一
年
を
迎
え
、
名
実
と
も
に
理
想

計|順位

都
市
と
し
て
発
展
し
て
お
り
ま

す
。
殊
に
本
年
は
六
年
連
続
の

豊
作
に
恵
ま
れ
、
家
庭
経
済
が

豊
か
と
な
り
、
ひ
い
て
は
市
の

発
展
が
期
せ
ら
れ
ま
す
こ
と
は

こ
の
上
も
な
い
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
ベ
去
、
年
に
あ
た

ち
、
冗
費
を
節
約
し
貯
蓄
を
増

強
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済

一
の
安
定
を
図
り
、
益
々
市
発
展

F

の
地
歩
を
固
め
る
た
め
に
、
市

十
発
足
以
来
実
施
し
て
ま
い
り
ま

一
し
た
貯
蓄
増
強
運
動
を
、
意
義

一
あ
る
記
念
事
業
と
し
て
十
一
月

一
一
日
か
ら
明
年
三
月
三
十
}
日

一
ま
で
の
五
ヶ
月
に
わ
た
り
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
が
始
め
ら
れ
た
当

初
(
昭
和
三
十
年
十
一
月
一
日

現
在
)
の
貯
蓄
額
は
十
五
億
五

千
六
百
二
十
七
万
四
千
三
円
で

あ
っ
た
も
の
が
、
第
五
回
目
を

終
え
た
昨
年
度
の
貯
蓄
額
は
、

二
十
五
億
五
千
百
六
十
二
万
六

千
六
円
で
、
増
加
額
は
、
九
億

九
千
五
百
三
十
五
万
二
千
三
園

と
そ
の
成
呆
は
ま
こ
と
に
驚
異

的
で
あ
っ
て
、
市
民
各
位
の
ご

協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
、

ど
う
か
、
昨
年
度
以
上
の
成

績
が
得
ら
れ
ま
す
よ

5
市
民
各

位
の
深
い
ご
理
解
と
強
力
な
ど

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
庁
舎
増
築

工
事
完
成
近
し

市
役
所
庁
舎
の
増
築
工
事
(

現
庁
舎
の
裏
側
に
建
築
中
の
総

工
費
約
三
千
万
円
、
延
坪
二
二

八
七
平
方
米
、
織
筋
三
階
建
の

工
事
)
は
市
内
村
上
建
設
の
手

に
よ
り
四
月
上
旬
よ
り
始
め
ら

れ
て
い
る
が
現
在
そ
の
工
事
量

の
七
割
強
を
施
工
し
、
十
一
月

末
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

外
装
は
現
市
庁
舎
と
同
色
の

わ
き
び
色
に
塗
装
さ
れ
、
親
し

み
ゃ
す
い
感
じ
が
だ
さ
れ
る
。

落
成
式
は
年
内
に
行
わ
れ
年

末
の
大
掃
除
と
同
時
に
各
課
に

分
れ
て
移
動
し
、
新
年
よ
り
新

し
い
気
持
で
事
務
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
い

わ
れ
、
了
セ
ヨ
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
徹
底
が
計
ら
れ
よ
う
。



霧
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
山
肌
に
そ
一
し
い
自
然
に
魅
せ
ら
れ
た
わ
け
一
「
美
し
い
」
ま
た
し
て
も
嘆
一
た
」
「
山
全
体
が
公
園
だ
」

っ
て
流
れ
て
い
る
。
霧
に
朝
日
一
で
あ
る
。
神
南
山
の
艶
な
姿
が
一
声
が
口
を
つ
く
。
↑
と
そ
し
て
今
更
の
ご
と
く
大
洲

が
か
す
み
ま
る
で
一
ぷ
く
の
水
一
霧
の
中
か
ら
浮
い
て
出
て
い
る
一
ふ
芝
山
の
斜
面
を
み
る
と
、
一
に
住
ん
で
大
洲
の
美
し
さ
を
再

墨
画
の
よ
う
な
情
景
で
あ
る
。
一
術
敵
す
れ
ば
大
洲
盆
地
の
田
ん
一
色
と
り
ど
り
の
原
色
の
セ
|
タ
一
発
見
し
た
格
別
の
喜
び
に
し
た

停
車
し
て
北
の
方
を
み
れ
ば
二
ぼ
の
稲
木
が
操
車
場
の
列
車
の
一
ー
を
着
た
娘
が
は
し
ゃ
ぎ
な
が
一
っ
た
。
秋
は
家
族
そ
ろ
っ
て
の

し
を
趣
を
変
え
て
水
彩
爾
を
み
一
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
港
に
停
一
ら
登
つ
セ
く
る
。
好
ま
し
い
風
一
富
士
山
の
散
策
、
若
い
二
人
の

ヘ

ハ

江

九

円

以

一

向

日

け

は

い

じ

り

い

れ

す

れ
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村

山

一

叫

ん

目

前

日

間

-

詰

知

引

門

官

1
」

せ

る

よ

う

に

な

り

記

E
駐
日
野

七
球
円
シ
レ
ジ
レ
(
一
沿
道
の
桜
、
楓
の
献
木
が
す
一
な
い
。
展
望
台
に
の
ぼ
っ
て
、
一
運
動
の
お
し
ら
せ
一
あ
な
た
も
七
十
才
に
な
れ
ば
、
一
立
て
ま
す
か
ら
、
納
め
た
保
険
一
ば
保
険
料
は
一
万
一
-
一
千
九
百

ま

せ

て

夢

乗

せ

て

一

す

く

す

く

と

よ

く

育

っ

て

来

春

一

号

想

い

も

自

由

無

げ

で

あ

る

一

一

三

、

0
0
0園
の
ユ
詔
一
料
に
比
ペ
て
も
ら
う
年
金
額
が
一
七
十
円
で
す
み
ま
す
)
約
十
年

一

一

一

一

一

一

丸

山

世

間

山

臨

時

間

甲

山

間

一

一

一

時

一

品

開

…

…

…

…

皇

制

的

一

一

部

一

一

一

一

一

一

…

山

町

長

畑

町

一

一

…

龍

一

山

一

一

一

一

一

一

一

…

…

一

日

げ

は

ペ

ド

諮

問

肘

耳

目

立

川

;

事

E
E期分
一

日

程

抗

日

間

四

1
当

一

日

…

げ

寸

前

駐

日

一

龍

一

千

一

一

昨

日

十

一

昨

日

山

…

昭

一

一

抑

制

持

出

し
て
い
る
o

肱
川
の
狭
谷
か
ら
一
声
が
も
れ
る
c

誇
張
;
く
美
一
の
内
付
に
つ
〉
て
一
十
六
日
に
は
、
西
大
洲
一
地
区
に
一

1
く
と
も
に
御
激
励
を
た
ま
一
日
入
す
る
「
き
よ
出
制
国
民
年
一
に
は
母
子
年
金
(
一
万
九
千
一
二
ば
そ
れ
に
応
じ
て
年
金
額
も
引

一

品

し

一

お

け

る

二

工

場

火

び

住

宅

二

棟

一

わ

り

ま

す

よ

う

お

ね

が

い

し

ま

す

一

一

itof---:

ト
ト
A
F
ミ
ァ
・

3
E一
納
税
者
の
み
な
さ
ん
。
一
の
全
焼
は
、
当
市
で
は
近
年
に
一
す
。
ま
た
個
々
の
世
帯
の
火
災
一
金
」
に
入
る
と
六
十
五
才
か
土
百
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
き
あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
と
と
で

農

産

物

品

評

会

を

鞍

健

一

事

業

税

第

二

期

分

の

納

期

(

十

一

な

い

大

変

で

あ

り

、

若

手

防

に

つ

い

て

各

所

属

の

団

一

七

十

才

ま

で

九

六

O
O円
、
一
三
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
一
す
。
国
民
年
金
が
社
会
保
障
と

z
p
q
a
-
-
n
f
J
i
j
d一一一十日
)
2い
り
ま
川
一
感
に
た
え
ま
せ
ん
。
一
員
が
調
査
を
行
い
場
合
に
よ
一
七
十
才
か
ら
一
四
、
四

O
O円
一
と
ぎ
は
、
免
除
を
受
け
て
ぶ
て
う
国
の
大
き
な
仕
事
の
一
つ

十

二

月

九

日

十

日

一

γ日
開
時
判
、
一
引
U
一
た
川

A駐
日
時
仇
制
一
つ
て
は
火
災
予
防
の
た
め
指
導
一
昨
日
日
比
け
れ
れ
品
川
同
一
れ
い
ほ
川
れ
れ
い
日
目
立
は
れ
げ
い
け
れ
引
が

本
年
の
荷
量
物
品
評
会
は
十
一
あ
り
ま
け
い
で
今
年
は
更
に
盛
一
村
山
い

U
町

内

軒

ド

一

同

時

計

ト

日

仁

計

町

一

明

日

目

げ

に

口

U
M
U口
町

一

日

日

目

諮

問

誌

は

一

日

目

ハ

品

川

口

町

一

日

日

間

訪

れ

ヰ

福

山

古

一

一

昨

日

一

一

一

一

一

芸

品

目

開

立

さ

れ

れ

れ

下

に

お

か

れ

て

も

こ

可

叫

劃

一

閥

抗

UUM--いは叩
刊

誌

九

て

も

ら

コ

一

昨

日

日

日

目

立

時

間

同

日

程

2
1
2
1討議
一

日

訪

日

立

一

J
釦

批

凶

二

目

立

訳

出

合

計

五

五

百

日

紅

白

吋

和

三

十

一

一

年

度

に

霊

旦

一

員

と

し

て

自

活

す

る

こ

と

を

一

昨

年

の

品

評

会

は

出

品

も

一

、

一

↑

大

洲

出

喜

一

「

火

の

用

心

」

に

特

別

の

ど

協

一

時

川

J
配

幽

富

山

諮

問

明

日

訪

れ

一

七

時

叫

す

保

険

料

は

一

引

け

N
Pじ
い

れ

と

し

て

施

設

の

必

要

喜

一

推

進

す

る

必

要

が

あ

る

も

の

で

一

九

六

五

倍

及

び

出

品

物

も

穀

一

汗

1
J
1
1
1
1
一
後
の
そ
な
え
と
し
て
、
も
っ
と
一
五
十

r
D人
を
苅
に
と
り
ま
す
一
し
ま
す
。

「

需

町

建

設

法

」

の

規

一

あ

り

ま

す
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官

官

射

性

別

一

大

洲

市

北

中

学

校

一

j
j配
刷

刑

制

副

劃

一

危

い

グ

踏

切

グ

れ

は

約

十

抗

日

時

浦

市

一

九

割

時

ト

見

刊

す

一

日

ド

ィ

ω時
臨

む

一

校

舎

増

築

き

ま

る

一

蔭

の

美

談

一

一

且

止

っ

て

宏

金

乞

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
を
は
一
に
新
設
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
一
と
し
て
市
内
い
は
も
と
よ
り
市
外
一
大
洲
市
北
中
撃
校
の
校
舎
増
一
室
、
実
験
室
が
配
置
さ
れ
。
昭
一
大
洲
市
と
八
幡
浜
を
結
ぶ
瀬
一
事
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
と
工
一
確
め
る

め
「
市
P
T
A
連
合
会
」
「
一
し
た
。
収
容
定
員
一
は
五
十
名
で
一
か
ら
も
多
数
の
参
観
点
差
迎
え
一
築
工
事
は
か
ね
て
土
問
中
で
あ
一
和
三
十
六
年
三
月
二
十
五
日
落
一
回
林
道
第
一
期
工
事
(
一
、
五
一
事
の
苦
労
に
対
し
、
毎
日
の
よ
一
近
く
、
松
山
1
宇
和
島
聞
に

市
連
合
婦
人
会
」
「
民
生
委
員
一
敷
地
坪
数
は
一
日
一
二
一
一

0
0坪
、

一

盛

舎

で

し

た

が

、

今

年

は

昨

年

一

っ

た

が

、

去

る

十

月

十

五

日

一

成

の

見

叶

主

で

あ

る

。

こ

れ

で

一

O
七
メ
ー
ト
ル
)
の
完
工
式
は
一
う
に
お
茶
の
接
待
を
し
て
喜
こ
一
げ
川
口
比
一
八
一
緒
語
開

会
」
な
を
を
は
じ
め
関
係
児
童
一
建
物
の
坪
数
は
二
五

O
坪
と
い
一
以
上
に
充
実
し
た
品
評
会
な
り
一
土
地
造
成
工
事
側
壁
工
事
が
一
北
中
学
校
の
教
室
お
よ
び
特
別
一
去
る
八
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
一
ば
れ
た
と
?
主
で
あ
る
一
日
一
れ
ま
す
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
は

の
親
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
一
う
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
施
設
が
昭
和
一
今
よ
り
そ
の
盛
会
さ
が
想
像
さ
一
市
内
の
業
者
藤
江
、
香
川
川
建
設
一
教
室
は
全
部
完
成
す
る
こ
と
に
一
た
が
こ
の
ヱ
事
の
蔭
に
近
頃
一
や
二
日
な
ら
誰
に
で
も
出
来
る
一
早
い
速
度
で
静
か
に
近
づ
き
ま

九
月
の
定
例
議
会
の
議
決
に
よ
一
三
十
六
年
三
月
末
日
ま
で
に
は
一
れ
て
お
り
ま
す
の
で
多
数
ご
参
の
手
に
よ
り
完
了
し
た
の
で
、
一
な
み
が
残
り
の
体
育
舘
に
つ
ぃ
一
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
一
婦
人
の
一
こ
と
で
あ
る
が
毎
日
の
接
待
は
一
す
、
踏
切
り
は
ま
す
/
¥
危
険

り
、
大
洲
学
園
と
の
名
称
で
新
一
竣
工
す
る
予
定
で
す
。
一
観
下
さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
こ
の
程
増
築
工
事
の
入
礼
を
行
一
て
も
市
役
所
元
岡
技
師
の
手
で
一
美
談
が
あ
る
、
こ
の
婦
人
は
大
一
客
日
切
な
こ
と
で
な
く
自
衛
隊
の
一
と
な
り
ま
す
。

設

さ

れ

る

と

と

に

な

っ

た
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こ

れ

ら

の

経

費

は

国

及

び

県

一

げ

ま

す
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っ

た

Q

そ
の
結
果
、
市
内
新
谷
一
斬
新
な
設
計
が
進
め
ら
れ
つ
つ
一
洲
市
上
須
戒
西
峰
部
落
の
坂
本
一
人
人
を
感
激
さ
せ
難
工
事
を
無
一
「
踏
切
事
故
は
特
に
悲
惨
で

精
神
薄
弱
児
童
は
戦
後
急
激
に
一
で
四
分
の
三
補
助
し
て
も
ら
い
一
な
お
‘
品
評
会
出
品
物
は
大
洲
の
仲
間
建
設
が
工
事
費
二
ハ
四
一
あ
り
、
増
築
校
舎
落
成
と
と
も
一
モ
ミ
エ
さ
ん
(
五
十
四
才
)
で
一
事
完
了
し
た
と
い
わ
れ
林
道
工
一
す
」
こ
の
悲
惨
な
事
故
を
避
け

増

加

し

、

こ

れ

ら

の

児

童

が

成

一

残

り

を

市

で

負

担

す

る

こ

と

に

一

地

区

は

十

二

月

八

日

午

後

八

時

万

九

千

円

で

落

札

、

十

一

月

三

に

北

中

曲

学

校

で

は

嬉

し

い

新

年

一

あ

る

一

事

の

か

く

れ

た

美

談

と

し

て

上

一

る

方

法

は

踏

切

り

の

手

前

で

育
す
る
に
つ
れ
て
、
い
く
た
の
一
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
三

O
分

か

ら

牛

後

五

時

迄

産

業

日

か

ら

工

事

を

開

始

し

て

い

る

一

度

を

迎

え

る

こ

と

に

な

ろ

う

o

一
瀬
田
林
道
工
事
は
七
月
か
ら
一
須
戒
地
区
で
評
判
さ
れ
て
い
る
一
「
一
旦
止
ま
っ
て
安
全
を
確
め

包

家

庭

悲

劇

の

因

を

な

す

な

ど

重

一

大

側

壁

画

が

竣

工

す

れ

ば

、

哀

そ

の

他

の

地

区

は

十

二

月

七

こ

の

度

増

築

さ

れ

る

校

舎

は

一

始

め

ら

れ

た

が

自

衛

隊

の

宿

泊

一

-

る

」

こ

と

で

す

oz

rな社
会
問
題
を
提
起
し
て
お
一
精
神
薄
弱
の
児
童
を
入
所
さ
せ
一
日
午
前
八
時
一
一
一

O
分

か

ら

午

後

延

坪

数

二

ハ

八

坪
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木

造

二

階

一

所

が

上

煩

戒

中

学

校

で

あ

っ

た

一

た

二

秒

か

三

秒

で

地

獄

一

一

て

、

こ

れ

ら

の

児

童

を

保

護

し

一

五

時

ま

で

連

絡

所

(

又

は

農

協

建

屋

根

粘

土

瓦

葺

の

建

物

で

一

た

め
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中

食

の

組

事

困

吃

運

ぶ

の

一

間

一

り

り

て

適

切

な

医

療

と

指

導

下

立

自

活

に

必

要

な

知

識

技

能

一

)

で

受

付

し

ま

ず

か

ら

地

区

長

階
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は

八

九

坪

、

特

別
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持

動

明

日

増

臨

時

軒
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日

刊

誌

日

日

げ
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を

与

え
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つ
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解

を

一

を

与

え

健

全

な
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舎

人

と

し

て

一

に

連

絡

の

上

多

数

百

品

下

さ

日

均

七

A
1電
機

製

図

室

と

一

場

ま

で

人

カ

で

、

運

ば

ね

ば

な

一

ず

今

か

ら

実

行

し

ま

一
求
め
て
そ
の
餓
し
忍
相
応
の
生
産
一
の
生
活
を
樹
立
推
進
す
る
効
果
一
ぃ
。
昨
年
の
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別
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口
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点
数
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ら

な
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た
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そ

こ

で

道

路

終

一

一

カ

を

蓄

し

、

将

来

社

舎

の

一

が

期

待

で

き

ま

す
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一

と

入

賞

点

数

は

別

表

の

通

り
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た

、

一
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階
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科

室

、
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備

一

点

近

く

の

坂

本
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ん

は

林

道

ヱ

一

し
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う

一

国

錦

、

四

国

支

社

b
人
司
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び
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あ
な
た
も
国
民
年
金
に

加

入

で

き

ま

す

盆。

来
年
四
月
一
日
で
五
十
才
以
上
五
十
五
才
未

満
の
人
の
任
意
加
入

日
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